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吉澤恵理子、山田哲、塚原嘉典、大彌歩、土肥万利乃、小林翔太、窪田晃治、 

藤永康成：『悪性腫瘍との鑑別に苦慮した肝反応性リンパ濾胞過形成の 2例』 

臨床放射線 69：323-327, 2024 

 

西原大夢、鈴木健史、岡島幸紀、大彌歩、柳澤新、鬼頭宗久、上原剛、藤永康成： 

『 111In-chloride 骨髄シンチグラフィが鑑別に有用であった後縦隔骨髄脂肪腫の一例』 
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【国際学会・研究会】  

Yoshinaga T, Yanagisawa S, Minamisawa M, Takasone K, Sekijima Y; Reduction of 

99mTc-pyrophosphate uptake in patients with ATTR cardiac amyloidosis tafamidis 
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Oyama K, Ichinohe F, Adachi Y, Kito Y, Kanki Y, Maruyama K, Nickel MD, Benkert 
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European society of gastrointestinal and abdominal radiology (ESGAR) 35th annual 

meeting and postgraduate course (Gothenburg) 2024.5.28–31 
  

  

 

【国内学会・研究会】  

藤永康成：シンポジウム 9「IgG4 関連大動脈周囲炎/動脈周囲炎の画像診断」(講演) 

第 34回 日本心血管画像動態学会(横浜)2024.1.13 

 

吉澤恵理子、山田哲、塚原嘉典、北川敬之、岩谷舞、藤永康成：「マルチモダリティ 

イメージングが術前診断に有用であったβカテニン活性方肝細胞腺腫の 1例」(講演) 

第 30回肝血流動態・機能イメージ研究会(web)，2024.1.28 

 

一戸記人、青沼宇倫、上田一生、金子智喜、中藤清志、松嶋聡、関島良樹、藤永康成：「 arc 

signを示した CADASIL の一例」(ポスター発表)   

第 53回日本神経放射線学会(大宮)2024.2.9-2.10 

 

山田哲：「多点 Dixon 法を用いた MRI 肝鉄沈着評価における R2*値補正の必要性: Dual 

Energy CT との比較」第 14回びまん性肝疾患の画像研究会(東邦大学)2024.2.24 

 

山田哲：「AI 画像診断のその先へ 〜 データサイエンスによる画像診断業務改善の 

取り組み〜」(特別講演)第 23回消化管先進画像診断研究会 (Web 開催) 2024.3.9 

 

藤永康成：「膵画像診断のおさえどころ」(特別講演)第 16回新潟 Radiology Update (新潟) 

2024.3.23  

 

吉澤恵理子、山田哲、野竹剛、副島雄二、藤永康成：「ALBI-LP を用いて標準化した 

Hepatocellular Uptake Index (sHUI)により、様々な MR 装置で EOB-MRIを用いた定量的肝機

能評価が可能である」(講演)第 83回日本医学放射線学会総会(横浜) 2024.4.11 

 



山田哲：「パーフュージョン CT と数値流体力学を用いた仮想門脈圧推定による肝線維化ステ

ージ診断」第 83回日本医学放射線学会(横浜)2024.4.11 

 

山田哲：「シンポジウム 12(領域講習：診断)肝細胞癌の診断(CT, US, MR)と IVR：現状と未来 

肝細胞癌の画像診断における CTの使い分け」第 83回日本医学放射線学会(横浜)2024.4.13 

 

木藤善浩、 富士原修也、 愛多地康雄、 林原勇斗、 一戸記人、 雄山一樹、 三津田実: 

「肝臓脂肪抑制 T2強調画像における deep learning 併用 radial sampling TSE 法の呼 

吸停止撮像の検討」第 80回日本放射線技術学会総会学術大会 (横浜) 2024.4.13 

 

轟圭介：「放射線科医からみた PF-ILD の画像読影」(講演) ILD Web アカデミー講演会   (佐久

市) 2024.04.25 

 

柳澤新：「核医学基礎セミナー(SPECT検査)」(教育講演) 第 24回日本核医学会春季大会(WEB

開催)．2024.4.25-6.4 

 

吉澤恵理子、山田哲、西原大夢、福澤拓哉、塚原嘉典、大彌歩、玉田恒、藤永康成 

：「男性膵 SPNの 4例」(講演)第 37回日本腹部放射線学会(川越)2024.6.14-15 

 

福澤拓哉、大彌歩、岩谷舞、山﨑弥生、安藤大史、藤永康成：「術前に子宮筋腫から発生した平

滑筋肉腫が疑われた 1例」(講演)第 37回日本腹部放射線学会(川越)2024.6.14-6.15 

 

神谷仁美、吉澤恵理子、一戸記人、唐澤崇之、藤永康成：「臨床経過から自然壊死を 

生じた肝三角間膜内パラガングリオーマと考えられた 1例」(講演) 第 461 回日本医学放射線

学会関東地方会 (東京) 2024.6.22 

 

西原大夢、鈴木健史、岡島幸紀、大彌歩、柳澤新、鬼頭宗久、上原剛、藤永康成： 

「 111In-chloride 骨髄シンチグラフィが鑑別に有用であった後縦隔骨髄脂肪腫の一例」(講演) 第

461回日本医学放射線学会関東地方会 (東京) 2024.6.22 

 

山田哲：「医療現場の働き方改革へ！ 信州大学病院がプロセスマイニングの活用で目指すこと」

プロセスマイニングコンファレンス 2024(東京)2024.6.28 

 

山田哲：「シンポジウム 4 肝腫瘍の画像診断における最新知見(MRI, CT, US, PET(FDG, FAPI)) 

肝定量 MRI の肝癌診療への応用」(姫路)2024.7.12 

 

山田哲：「ランチョンセミナー5 ～画像診断業務改善への信州大学病院の取り組み～」 

JCR ミッドサマーセミナー(浜松 )2024.7.14 

 

吉澤恵理子、山田哲、福澤拓哉、一戸記人、雄山一樹、鈴木健史、倉石康弘、野竹剛 

山下名帆、藤永康成：「画像的に特異な経過を示した肝原発 Spindle cell sarcoma の 

一例」(講演)第 78回消化器画像診断研究会(横浜) 2024.9.13-14 

 

山田哲：「放射線診療とデータサイエンス」信濃町画像診断セミナー2024(東京)2024.9.17 



 

山田哲：「シンポジウム 17 MRI 研究者のための AI リテラシー：臨床系研究における AI リテラ

シー」第 52回日本磁気共鳴医学会大会(舞浜)2024.9.21 

 

吉澤恵理子：「IgG4関連疾患の画像診断」第 52 回磁気共鳴学会(舞浜)（教育講演） 胆膵その

他 2024.9.21-22 

 

大彌歩：「卵巣腫瘍の鑑別診断の決め手」第 52 回磁気共鳴学会(舞浜)（教育講演）骨盤 

2024.9.21-22 

 

山田哲：「放射線診療とデータサイエンス」ADIC in Hamamatsu(浜松)2024.10.10 

 

吉長恒明、柳澤新、南澤匡俊、高曽根健、関島良樹：「タファミジス治療前後における野生型

ATTR 心アミロイドーシス患者における 99mTc-ピロリン酸取り込みの減少：従来法と新しい定

評法(無料ソフトウェア RAVAT)の比較」 第 11 回 日本アミロイドーシス学会 (松本) 2024.10.18 

 

吉澤恵理子、山田哲、藤永康成：「吸気 CT と吸気・呼気 EOB-MRI における肝位置関係 

の検討」（ポスター）第 60回日本医学放射線学会秋季臨床大会(福岡) 2024.10.18-19 

 

大彌歩、藤永康成、樋本祐紀、橘川奈生、伊藤公輝、福井秀行、坪山尚寛、伊良波裕子、木戸

晶：「分葉状頸管腺過形成の経時的 MRI 所見の変化から異型の存在が推定可能か？」（ポスタ

ー）第 60回日本医学放射線学会秋季臨床大会(福岡) 2024.10.18-19 

 

轟圭介、川上聡、三浦健太郎、滝沢桃子、藤永康成：「巨大な metaplastic thymoma の 1例」

（講演）第 38回  胸部放射線研究会(福岡)2024.10.18 

 

福澤拓哉、小松大祐、神谷仁美、西原大夢、長田景也、藤永康成：「CT 検査指示入力課題に

おけるローカル型大規模言語モデルの性能検討」（講演）第 3回日本医用画像電子情報・人工

知能研究会(福岡)2024.10.20 

 

福澤拓哉、金子真穂、佐野遥香 、青沼宇倫、藤永康成：「腹部 MRI を用いた IPMNの長期経過

観察例の検討」第 52 回断層映像研究会 (軽井沢) 2024.11.1-11.2 

 

大彌歩：「正確な診断に必要な画像を得るために 〜deep learning reconstruction が拓く女性骨

盤領域〜」第 52回断層映像研究会 (軽井沢) 2024.11.1-11.2 

 

柳澤新、岡島幸紀、吉長恒明、加藤修明、南澤匡俊、関島良樹、藤永康成：「心臓アミロイドー

シスのタファミジス治療前後における 99mTc-PYP シンチグラフィの定量評価法の検討」 （講

演）第 64回日本核医学学術総会(横浜)2024.11.7-9 

 

山田哲：「放射線診療とデータサイエンス」 富山県放射線医学学術講演会 (富山)2024.11.14 

 

小岩井慶一郎、平澤大、神事優香、遠藤優希、深澤歩、藤永康成：「3種類の固定具を用いた

全頸部照射における kV-CT誘導下でのセットアップエラー評価」  



日本放射線腫瘍学会第 37回学術大会 (横浜)  2024.11.21-23 

 

神事優香、小岩井慶一郎、平澤大、遠藤優希、伊奈廣信、深澤歩、藤永康成：「遊離空腸再建

術後の下咽頭癌に対する放射線治療の検討」 日本放射線腫瘍学会第 37回学術大会(横浜) 

2024.11.21-23 

 

 

 

【県内研究会】  

塚原嘉典：「CT検査の再考」第 20回 信州 CT 技術ミーティング (WEB 開催) 2024.2.9 

 

松田潤、小岩井慶一郎、平澤大、神事優香、遠藤優希、深澤歩、鬼頭良輔、酒井洋徳、藤永康

成：「舌癌後発リンパ節転移に術後放射線治療を行った症例の予後調査」第 34 回信州頭頸部

腫瘍研究会(信州大学) 2024.3.19  

 

塚原嘉典：「上肢 MRI 〜画像診断医の立場から〜」(講演)第 113回 長野県 MR 研究会(信州

大学) 2024.3.30 

 

山田哲：「データサイエンスと放射線診療」令和６年度 長野県診療放射線技師学術大会(松

本)2024.11.17 

 

 

 

【社会貢献活動】  

山田哲：「診療、だけじゃない医学部の魅力」秀峰アカデミア(松本)2024.9.5 
 

 

 

【表彰】  

吉澤恵理子：第 30回肝血流動態・機能イメージ研究会 板井賞 

 

吉澤恵理子：第 83回日本医学放射線学会総会 JRS encouragement award 

 


